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VSOP-2に用いられる大型展開アンテナはオフセットカセグレンアンテナである。主鏡の形状は開口直径約 9m
の 7モジュールアンテナ構造になっていて、焦点距離は 7mである。カセグレン焦点面に 8GHz,22GHz帯,43GHz
帯受信機のフィードホーンを並置することにより、3周波数帯の観測が可能となる。このカセグレンアンテナに
おいて、衛星開発の構造的な面から、主鏡の焦点距離や副鏡の鏡面形状など、主なカセグレンアンテナのデザイ
ンは決定している。ただし、フィードホーンの形状や配置位置などの部分は未定である。
そこで、我々はこの未定部分の詳細な設計、検討を行っている。主な検討事項としては、1)副鏡の大きさ、2)
副鏡に放射するビームの副鏡エッジレベルの検討、3)フィードホーンの位置や傾き、が挙げられる。1)2)につい
ては、フィードパターンにガウス分布を使用し、副鏡の大きさやエッジレベルを変更させ利得が最適になる解を
検討する。3)については、1)2)において決定したビームの形状や副鏡サイズを用いて検討する。この検討時の
フィードパターンとしては、コルゲートホーンの理想的な放射であるHE11モードの放射を使用する。
また、現在フィードホーンには、形状の大きさや製作の容易さから、マルチモードホーンの採用が検討されてい
る (氏原他、本年会)。そこで、上記の解析に対応する放射パターンをもつマルチモードホーンの設計を行い、そ
の放射パターンをアンテナ解析に挿入することで、より厳密なアンテナ光学系の評価を進めていく。マルチモー
ドホーン単体の放射パターンは開発中のホーンパターン測定装置を用いて評価を行う (利川他、本年会)。


